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沖縄県総合運動公園管理運営仕様書 

（令和７年度～令和１１年度） 

 

 

 沖縄県都市公園条例（昭和 52 年沖縄県条例第 41号。以下「条例」という。）第 18条に

規定する指定管理者の業務の詳細は次の各号に定めるとおりとする。なお、指定管理者は、

都市公園法（昭和 31年法律第 79 号。以下「法」という。）等関係法規及び本仕様書を遵

守すること。 

 

 

１ 管理区域 

(1) 指定管理者の管理区域は、現在の供用区域及び令和７年度から令和１１年度まで

に供用する区域とする。 

 

(2) 具体的な管理区域は、各公園の「県営公園管理区域図（R7-R11）」で示す範囲と

する。 

 

２ 開園時間 

 管理区域は、有料施設を除き、原則として常に開園するものとし、常時、職員もし

くは警備員が配置されている状態を維持すること。 

 

３ 清掃 

(1) 区域ごとの水準は、次頁「清掃水準」（P3～P4）のとおりとする。ただし、応募

時に提案した水準が、次頁の清掃水準を上回るものについては、応募時に提案した

内容で実施すること。 

 

(2) その他当該仕様書に掲載されていない詳細事項については、建築物における衛生

的環境の確保に関する法律（昭和 45 年法律第 20 号）、「建築保全業務共通仕様書」

（最新版国土交通省大臣官房官庁営繕部）等を参考に行うこと。 

 

(3) ゴミ処理については、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137

号）及び公園の所在する市町村の条例等に基づき適切に処理を行うこと。 
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  ■清掃水準 ※区域の位置は「沖縄県総合運動公園管理区域図」で、示すとおり 

区域 清掃水準 

Ａレベル区域 １ １日に２回以上の巡回点検を行い、記録簿に、その清掃状況等をチェックす 

ること。 

２ 通常求められるレベルを保つ清掃を行うこと。ただし、点検の上、汚れがな 

いと判断された場合は、行う必要はない。 

３ 通常より汚れが目立つ箇所等を確認した際は、随時、清掃を行うこと。 

４ 強風後や台風通過後は、すぐに園内を点検し、速やかに、園路・散策路（以 

下「園路等」という。）や広場を中心に落葉 等の清掃を行うとともに、危険な 

折れ枝等を処理し、建物の出 入り口や窓ガラスの水洗いを行う。 

５ 多くの来園者が見込まれるイベントの実施前後は、随時、点検及び清掃を 行

うこと。 

６ 各箇所については、下記の頻度で清掃を行う。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃箇所 頻度  

 

 

 

 

 

 

 

 

建物内 

 

 

 

 トイレ・通路等の清掃 １日１回以上 

 ホール・床 週１回以上 

 窓ガラスの拭き掃除 月１回以上 

 床のワックス 年２回以上 

地下駐車場の床洗浄 ２ヶ月に１回以上 

東屋等の清掃 毎日 

屋内外ゴミ箱のゴミ回収・搬出 毎日 

園路等の清掃 週１回以上 

 

Ｂレベル区域 

 

１ １日に２回以上の巡回点検を行い、記録簿に、その清掃状況等をチェックす 

ること。 

２ 通常求められるレベルを保つ清掃を行うこと。ただし、点検の上、汚れが な

いと判断された場合は、行う必要はない。 

３ 通常より汚れが目立つ箇所等を確認した際は、随時、清掃を行うこと。 

４ 強風後や台風通過後は、すぐに園内を点検し、速やかに、園路等や広場を中 

心に落葉等の清掃を行うとともに、危険な折れ枝等を処理し、建物の出入り口 や

窓ガラスの水洗いを行う。 

５ 多くの来園者が見込まれるイベントの実施前後は、随時、点検し、必要に応 

じて清掃を行うこと。 

６ 各箇所については、下記の頻度で清掃を行う。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃箇所 頻度  

 建物内  トイレの清掃 １日１回以上 
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  通路等の清掃 ３日に１回以上  

 

 

 

 

 

 窓ガラスの拭き掃除 ３ヶ月に１回以上 

 床のワックス 年１回以上 

東屋等の清掃 ３日に１回以上 

屋内外ゴミ箱のゴミ回収・搬出 ３日に１回以上 

園路等の清掃 週１回以上 

 

Ｃレベル区域 

 

１ １日に２回以上の巡回点検を行い、記録簿に、その清掃状況等をチェックす 

ること。 

２ 通常求められるレベルを保つ清掃を行うこと。ただし、点検の上、汚れがな 

いと判断された場合は、行う必要はない。 

３ 通常より汚れが目立つ箇所等を確認した際は、随時、清掃を行うこと。 

４ 強風後や台風通過後は、すぐに園内を点検し、10 日以内に、園路等や広場を 

中心に落葉等の清掃を行うとともに、危険な折れ枝等を処理すること。 

５ 多くの来園者が見込まれるイベントの実施前後は、随時、点検し、必要に応 

じて清掃を行うこと。 

６ 各箇所については、下記の頻度で清掃を行う。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃箇所 頻度  

 

 

 

 

 

 

 

建物内 

 

 

 

 トイレの清掃 １日１回以上 

  通路等の清掃 週１回以上 

 窓ガラスの拭き掃除 ６ヶ月に１回以上 

 床のワックス 年１回以上 

東屋等の清掃 ３日に１回以上 

屋内外ゴミ箱のゴミ回収・搬出 週１回以上 

園路等の清掃 週１回以上 

 

Ｄレベル区域 １ ３ヶ月に１回以上の巡回点検を行い、記録簿に、その清掃状況等をチェック 

すること。 

２ 通常より汚れが目立つ箇所等を確認した際は、随時、清掃を行うこと。 

３ 公園内に池については、適宜清掃を行うとともに、著しく生態系に影響を及 

ぼす外来魚（アロアナ等）の駆除等に努めること。 

４ 各箇所については、下記の頻度で清掃を行う。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃箇所 頻度  

 

 

屋外ゴミ箱のゴミ回収・搬出 月１回以上 

園路等の清掃 ６ヶ月に１回以上 

 

Ｅレベル区域 

 

清掃の必要はない。 
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４ 植栽管理 

「沖縄県総合運動公園植栽維持管理水準書」で示す水準で、実施すること。ただし、

応募時に提案した水準が、水準書で示すレベルを上回るものについては、応募時に提案

した内容で実施すること。 

 

５ 点検・修繕 

    (1) 毎朝の点検 

よく利用される施設（遊具、園路、トイレ等）については、毎早朝、点検するこ

と。 

① 危険物（釘、ロープ等）がないか 

② 不審物はないか 

③ 利用の妨げとなるものはないか 

 

    (2) 警備 

 警備の基準は、公園ごとに下記のとおりとする。その他当該仕様書に掲載されて

いない詳細事項については、「建築保全業務共通仕様書」（最新版国土交通省大臣

官房官庁営繕部）等を参考に行うこと。 

なお、公園内における他の管理者が管理する区域及び施設についても、不審者等を

発見した場合は声かけや注意等を行うよう努めるとともに、事件・事故、破損 

を発見した場合は、その管理者に報告すること。 

 

警備水準 

 (1) 常駐警備を３ヶ所以上設置する。 

 (2) １日につき、昼は６回以上、夜は３回以上の巡回警備を行う。 

 (3) 立入が困難な場所については、可能な範囲で、目視による確認を行う。 

※常駐警備とは、所定の場所に待機し、事件・事故等の緊急事態に対し、常に対

応できる警備体制のこと。 

 

    (3) 遊具等の点検 

① 遊具については、「都市公園における遊具の安全確保に関する指針」（国土

交通省発行 平成 26年改訂第２版）に基づき、安全点検の実施及び発見された

物的ハザードの適切な処理を行うこと。 

② 撤去を行う場合には、事前に県所管課の承認を得ること。 

 

    (4) 建物・設備の点検 

① 建築物及びその附属施設の定期点検、臨時点検、日常点検、保守、運転、

監視及び執務環境測定については、「建築保全業務共通仕様書」（最新版国
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土交通省大臣官房官庁営繕部）を参考に行うこと。 

② 電球やトイレットペーパー、石鹸等消耗品の交換は、必要が生じた都度行

うこと。 

(5) 修繕 

① 点検結果に基づき、修繕箇所一覧にし、危険度・必要度等で優先順位を決め、

順次修繕を行うこと。 

② 高圧受変電設備、エレベーター、エスカレーター、空調機器、水洗トイレ、

屋内照明、外灯、動力設備、階段の手すり及びその他緊急を要する箇所の修繕

は、当初予定の有無に関わらず直ちに修繕を行うこと。 

③ 大規模な施設の改修等については、県所管課及び土木事務所と協議の上、決

定すること。 

 

(6) 安全管理 

 その他、当該仕様書に掲載されていない安全管理・防犯については、「公園管理

ガイドブック」（（一財）公園財団）を参考に行うこと。 

 

６ 許可業務 

(1) 許可の対象 

    ① 制限行為に対する許可（条例第４条） 

1 物品の販売、募金、宣伝活動その他これらに類する行為をすること。 

 

2 業として写真又は映画を撮影すること。 

 ※ 雑誌掲載等営利行為の一環として写真撮影を行うものが対象であり、個人のスップ写 

 真は含まれない。 

 ※ テレビ、映画等営利行為の一環として映像撮影を行うものが対象であり、個人のビデ 

 オ撮影等は含まれない。 

 

3 興業を行うこと。 

 ※ 公園内売店等への影響も考慮した上で判断すること。 

 

4 競技会、展示会、博覧会、集会その他これらに類する催しのため都市公園の 

全部 又は一部を独占して使用すること。 

 ※ 祭り等の催しも含まれる。しかし、キャッチボールやフリスビー、グランドゴルフ等 

 の練習等の場合、条例第３条に該当しない限りにおいて、この行為には含まれない。 

 

5 花火、キャンプファイヤー等火気を使用すること。 

 ※ 都市公園の禁止行為（条例第３条）に該当しない限りにおいて、都市公園施設、文化 

 財、周辺住宅等への影響に対し十分配慮されたものかどうか審査した上で判断すること。 

 

6 指定された場所以外の場所へ車馬を乗り入れ、又は留め置くこと。 
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 ※ 駐車場や車両通行可能な園路を使うだけでは達成できない事由がある場合に限り、許 

 可すること。 

 

        ② 有料公園施設等の利用許可（条例第 24条） 

公園名 施設名 供用日・供用時間 

 

 

 

沖縄県総合運動公園 

 

 

 

 

陸上競技場  

条例で定める通りとする。 

ただし、指定管理者は、必要

があると認められる時は、あ

らかじめ知事の承認を得て、

これを変更することができ

る。（条例第 23 条） 

 

補助競技場 

蹴球場 

庭球場 

体育館 

水泳プール 

屋内運動場 

オートキャンプ場 

 

(2) 受付・審査にあたっての留意事項 

① 当該許可は、公園利用者の視点で考慮し、申請から許可付与までの手続を完了

できるよう措置すること。 

② 大会等開催により専用使用する場合の許可に当たっては、公衆の都市公園の利

用に支障を及ぼさないと認められるかどうか審査を行うこと。 

③ 管理上条件を付す必要があるか検討すること。 

④ 他の許可と場所・時間等が重複しないように配慮すること。 

⑤ 申請者の信条、性別、社会的身分等を理由に不許可としないこと。 

⑥ 許可は対人許可であり、第三者への権利の譲渡及び転貸を認めないこと。 

⑦ 条例第３条の禁止事項に抵触しないか確認すること。 

⑧ 他の許可手続も必要でないか確認すること。 

⑨ 警備等安全性の確保、公園施設の保全、ゴミ処理、騒音・振動・悪臭等の対策

が取られているか確認すること。 

⑩ 国、沖縄県、その他地方公共団体及び公共的団体からの申請（中学・高校等各

種スポーツ大会、産業まつり、おきなわマラソン、視察等）に対しては、許可

について特に配慮すること。 

⑪ 原則として、利用の２週間前までに申請書を提出させること。 

⑫ 共用利用の場合、その申請は口頭により行うことが可能とする等、指定管理者

が柔軟に対応することを妨げない。 

 

(3) 利用料の徴収（条例第 25 条） 

① 条例の定める範囲（基準額の±30％以内）で、有料施設の利用料金を設定す

ること（設定の際は知事の承認が必要）。 

② 知事の承認を受け、利用料金が設定された際は、直ちに、窓口若しくは掲示

板等により公園利用者に対する周知の徹底を図ること。 
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③ 利用料金の収受にあたり、領収書発行等を行うこと。 

④ 利用料金は、原則として、公園の管理運営費に充てること。ただし、適正な

管理業務が実施されていれば、一部を指定管理者の利益として扱うことを妨げ

ない。 

⑤ 指定管理者は、公益上その他特別の理由があると認めるときは、利用料金を

減額し、又は免除することができる。 

⑥ 上記の減額・免除については、指定管理者で減免基準を作成し、県の承認を

得ること。 

⑦  国、沖縄県、その他地方公共団体及び公共的団体からの申請（中学・高校等

各種スポーツ大会、産業まつり、おきなわマラソン、視察等）に対しては、利

用料金の減免について特に配慮すること。 

⑧ 既納の利用料金は返還しない。ただし、特に必要があると認められる場合は、

返還することができる。 

 

    (4) 利用料金の基準額（条例第 25条）（消費税込） 

種別 内容 単位 基準額 

 

 

 

制限行為の許可 

 

 

 

物品の販売その他これに類する行

為を行う場合 

１日につき 

 

260 円 

 

業として写真を撮影する場合 １日につき 430 円 

業として映画を撮影する場合 １日につき 9,920 円 

興業を行う場合 １日 100 平方メートルにつ

き 

250 円 

競技会、展示会、博覧会、集会その

他これらに類する催しを行う場合 

１日 100 平方メートルにつ

き 

 

250 円 

 

有料施設の利用許

可 

条例別表第６（第 25 条関係）で定めるとおり 

  備考 利用面積が 100平方メートルに満たない場合には、その満たない利用面積につ

いては、100 平方メートルとして計算する。 

  ※ 指定管理期間中に消費税が改正された場合、基準額が変更になることがある。 

※ 沖縄県都市公園条例に規定される有料施設の利用料金及び制限行為に係る料金は

増額改定に向けて調整中であり、沖縄県議会の承認による議決を得ることができた

場合、令和７年４月１日から新料金を適用するものとする。 

 

７ 管理事務所窓口 

(1) 職員配置 

 管理事務所には常勤の職員を配置するとともに、適切な人員配置を行うこと。 

 

    (2) 案内誘導 
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 案内誘導ができるように人員配置に配慮すること。 

 

    (3) 苦情処理等 

① 苦情・相談については、随時対応すること。 

② 指定管理者の業務範囲外のことについては、申立人の主張内容を確認の上、

関係機関を紹介すること。 

③ 犬（身体障害者補助犬法に基づく補助犬は除く）の散歩等については、飼い

主に条例第３条第１項第５号、第８号に該当することのないよう注意喚起を行

うとともに、遊具等幼児の多い場所に近づかないよう指導すること。 

④ 補助犬については、プール及びプールサイドを除く全ての公園施設への立入

を認めること。 

⑤ その他、当該仕様書に掲載がない事項については、「公園管理ガイドブック」

（（一財）公園財団）を参考に行うこと。 

 

    (4) 利用者の意見聴取等調査 

 本業務に関して、利用者の意見聴取等の調査を実施し、その後の管理運営に

反映させ、利用者へのサービス水準の向上に努めること。 

 

８ 緊急時・災害時の対応 

(1) 台風時の閉園 

 台風時は、利用者の安全を考慮し、かつ、県の業務停止の基準に準じて閉園する

こととし、事前に、その旨を県所管課へ連絡すること。 

 

(2) 調査・報告  

 台風、地震又は津波等による災害（特に建物・工作物）が発生するおそれがある

場合には、被災が最小限となるよう迅速かつ最善の対応を取るとともに、直ちに被

害状況調査を行い、速やかに県所管課へ報告を行うこと。 

 

(3) 保険 

 不慮の事故による施設等の損傷及び公園利用者の公園内における事件・事故によ

る死亡又は傷害に備え、必要な保険に加入すること。 

 

(4) 火災保険 

 公園内の建物に対する火災保険は県が加入するものとする。 

 

    (5) 緊急連絡先 

 夜間、閉園時等に備え、緊急時連絡先一覧表を作成し、年度ごとに県所管課へ提

出するとともに、修正の必要が生じた場合は、随時再提出すること。 

 

    (6) 事件・事故処理 
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 事件・事故については、警察署に通報、被害届又は告訴を行うとともに、人的・

物的を問わず、重大なものについては県所管課あて速報し、軽微なものも含め毎月

報告（内容・場所図面・日時、修繕見積額、その後の措置状況等）を行うこと。 

 

    (7) 救護措置 

① 救護については、病院等への連絡体制を確立し、研修等により職員の資質の 

向上を図ること。 

② 迷い子の捜索に備え、公園内の他の施設等の管理者と連絡体制を確立してお

くこと。 

 

９ 自主事業 

    (1) 実施方法 

① 指定管理者は、公園の設置目的に合致し、かつ本業務の実施を妨げない範囲に

おいて、自己の責任と費用により、自主事業を実施することが出来る。 

② 自主事業を実施しようとするときは、県に対して実施内容（目的、時期、収支

計画等）を記した業務計画書を提出し、事前に承諾を受けること。 

 

(2) 応募時に提案した自主事業 

① 実施を妨げる特殊な事情が発生しない限り、提案のとおり実施すること。 

② 実施できない場合は、代替案を提示の上、県の承諾を得ること。 

 

10 自動販売機 

① 自動販売機を設置する際は、県の使用許可を得ること。 

② 自動販売機で得た収入は、利用者サービスの質の低下をきたさないよう、その ５

割以上を公園の管理運営費や、公益事業に充てること。 

 

11 報告 

(1) 事業計画書の提出（年次） 

 管理運営及び自主事業の実施予定（予算を含む）についてまとめた事業計画書を、

毎年提出すること。 

①管理運営収支計画 

②年間行事計画 

③定期点検計画 

④修繕計画 

⑤再委託計画 

⑥自主事業実施計画 

⑦自主事業収支計画 

⑧前項に掲げるもののほか、知事が必要と認める事項 

 

(2) 事業報告書の提出（月次） 
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 管理運営（利用状況、清掃、警備、植栽管理等）及び自主事業の実施状況につい

てまとめた事業報告書を、毎月提出すること。 

①清掃、植栽、警備の実施状況 

②入園者の状況 

③点検の状況 

④修繕の状況 

⑤苦情対応の状況 

⑥救護等実績状況 

⑦その他、県が指示する事項 

 

(3) 事業報告書の提出（上半期、年次） 

 管理運営及び自主事業の実施状況（決算を含む）についてまとめた事業報告書を、

毎年提出すること。 

①管理運営収支 

②年間行事実施状況 

③点検実施状況 

④修繕実施状況 

⑤再委託実施状況 

⑥自主事業実施状況 

⑦自主事業収支状況 

⑧利用料金徴収状況（減免含む） 

⑨入園者数 

⑩帰属する団体の直近の財務諸表 

⑪その他、県が指示する事項 

 

12 その他実施すべき業務 

(1) 連絡調整会議 

 県と指定管理者は、本業務を円滑に実施するため、情報交換や業務の調整を図る

連絡調整会議等を設置すること。 

 

(2) 県が実施する業務の協力 

 都市緑化月間等に関する事務（都市緑化コンクール及び都市公園等愛護活動の実

施及び広報等）や、県からの調査依頼については、随時対応すること。 

 

(3) 都市公園台帳の整理 

 県が指定する公園管理台帳システムを使用し、随時、更新を行うとともに、県が

指示する入力業務等を実施すること。 

 

(4) 占用に関する対応 

 電柱の設置等、占用行為については、指定管理者は、申し出の内容を審査した上
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で、知事の使用許可が必要となると判断される場合には、申請者に対してその旨伝

えること。 

 

(5) 禁煙 

 管理事務所、運動施設、レジャー施設又は売店・レストラン等の屋内施設につい

ては、健康増進法（平成 14年法律第 103 号）第 25 条の規定に基づき、禁煙・分煙

等の受動喫煙防止対策を講じること。 

 

(6) 引継業務 

次のいずれかの場合には、後任指定管理者への引き継ぎを行うこと 

① 地方自治法第 244条の２第 11項の規定に基づき指定を取り消された場合 

② 指定期間の満了後、指定管理者が変更となる場合 

 

(7) その他 

その他、知事が必要と認める事項 

  

13 沖縄県総合運動公園の特記事項 

① 公園の概要 

 中城湾に面した沖縄市の南東に位置し、泡瀬半島から北中城村の奥武岬にま

たがる広域公園である。昭和 62 年に開催された海邦国体の主会場となった当該

公園は、陸上競技場、体育館、16 面のテニスコート等各種運動施設を有すると

ともに、週末型の屋外レクリエーション需要に対応できるようレクリエーショ

ンプール、オートキャンプ場等のレジャー施設も有した公園である。海洋性亜

熱帯気候の「緑」と「海」と「太陽」が享受でき年間を通じて県民の憩いの場

となるよう整備を行っている。他にも、豊富な遊具、ボート使用可能な池等も

備えられており、また、平坦な園内はサイクリングにも多く利用されている。 

② 管理の基準 

スポーツやレジャー、憩いの場として管理運営されるべき公園である。 

清掃・警備の水準は、「沖縄県総合運動公園管理区域図面」で示すとおりと

する。 

植栽管理の水準は、「沖縄県総合運動公園植栽管理水準書」で示すとおりと

する。 

 

③ 消防訓練 

 消防法（昭和 23年法律第 186号）に基づく消防訓練を毎年行うとともにその

結果を県所管課へ報告すること。 

 

④ 利用調整・利用予約 

  大規模なスポーツ大会やイベント等については、利用年度の前年度にあらかじ

め関係団体等（国、県、市町村、各種競技団体等）と年間利用調整を行うこと。 
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・ それ以外の利用予約については、原則として先着順とすること。ただし、

施設の利用状況に応じ、抽選によることが適当な場合には抽選によること。 

・ これら予約受付開始時期や受付方法、年間利用調整会議の開催等について、

必要な規定を整備すること（規定の整備にあたっては、県所管課と協議し

ながら行うこととする）。 

・ 令和７年３月 31日以前において受け付けられた予約等は、４月１日以降

の施設の管理者が引き継ぐこととし、管理者の変更等により、利用者が不

利益を被らないようにすること。 

 

・ 一般利用者が常時、有料施設を使用できない事態を避けるため、年間調整

において、一般利用者が利用できる期間・時間帯を確保するよう努めると

ともに、その期間を一般利用者に周知させること。 

⑤ 自主事業の実施 

 沖縄県総合運動公園では、これまで実施している多くの自主事業が、例年行

事として地域に根ざしたものとなっていることから、下記については、特に留

意すること。（自動販売機等による収入を充てて実施し、利用者サービスの低

下を招かないようにすること） 

・ 「おきなわマラソン」については、実施が成功するよう、協力を行うこと。 

・ 「沖縄トリムマラソン」、「都市公園子どもの遊びまつり」、「スポーツ

教室」、「カルチャー教室」、「健康教室」等、過去数年間、継続して実施

され、需要のある事業については、同等以上の自主事業を実施すること。 

※ 自動販売機、売店、レストラン、望水亭、サイクルセンター、郷土資料館

等を使用する際は、県の使用許可を得、使用料を支払うこと。 

※ 上記使用許可物件から得た収入は、住民サービスの質の低下をきたさぬよ

う、その一部を公園の管理運営費や公益事業に充てること。 

 

      ⑥ 有料施設の供用日等（条例第 23 条） 

供用日は条例で定める（下記参照）とおりとする。ただし、指定管理者が必要 

        と認める時は、知事の承認を得て、変更することが出来る。 

公園施設の名称 供用日 供用時間 

陸上競技場 １月５日から 12 月 27 日まで（火 

曜日（国民の祝日に関する法律

（昭和 23 年法律第 178 号。以下

「祝日法」という。）第３条に規

定する休日又は沖縄県慰霊の日

を定める条例（昭和 49 年沖縄県

条例第 42 号）第２条に規定する

慰霊の日（以下「慰霊の日」とい

う。）に当たるときは、その日の

午前９時から午後９時まで 

補助競技場 

 

 

午前９時から午後６時（４月１日

から 10 月 31 日までの間は、午後

６時 30 分）まで 

蹴（しゅう）球場 午前９時から午後９時まで 

 

 

 

庭球場 

体育館 

屋内運動場 

オートキャンプ場 泊 り 午前９時から 
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後日において最も近い休日でな

い日。以下同じ。）を除く。） 

 

 翌日の午後９時まで 

日帰り 

 

午前９時から 

午後９時まで 

水泳プール 

 

 

 

 

 

 

冷水 

 

５月１日から９月 30 日まで（火

曜日を除く。） 

午前９時から午後９時まで 

 

 

 

 

 

 

温水 

 

 

 

 

１月５日から４月 30 日まで及び

10月１日から 12月 27日まで（火

曜日を除く。） 

 

 

レクリエーションプー

ル 

 

 

 

 

５月１日から６月 30 日まで（土

曜日、日曜日、祝日法第３条に規

定する休日及び慰霊の日以外の

日を除く。）及び７月１日から９

月 30 日まで（火曜日を除く。） 

午前９時から午後６時 30 分まで 

 

 

 

 

 

⑦ 水泳プール及びレクリエーションプールの管理 

・ 下記の「県総合運動公園水泳プール及びレクリエーションプールの管理に

ついて」及び、「プールの安全標準指針」（H19.3 文部科学省、国土交通省）

に基づいて行うこと。 

・ 厚生省生活衛生局長通知等で定める基準に適合するよう水質管理等の徹底

を図ること。 

・プールの監視業務を外部委託する場合は、「プール監視業務を外部委託する

場合における警備業の認定の要否について」（H24.6 警察庁生活安全局生活

安全企画課犯罪抑止対策室長）に基づき、警備業の認定を受けている業者

とすること。なお、指定管理者が監視員を採用して監視を行う場合は、対

象外（警備業の認定不要）となる。 

・レクプールに漏水が発生しており、令和６年８月時点でオープン不可の状況

である（隣接する幼児プールは漏水の影響を受けていないためオープン可

能）。今後漏水原因の調査と修繕（双方とも沖縄県側対応）などを実施す

るため、令和８年度からのオープンを見込んでいる。 

 

 

県総合運動公園水泳プール及びレクリエーションプールの管理について 

 

 （目的） 

１ 当業務は、水泳プール及びレクリエーションプールを利用者が安全かつ快適に利用でき 

ることを目的とする。 
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（対象施設） 

２ 管理対象プール 

 (1) 水泳プール 

   管理対象施設：プール本体、循環ポンプ、濾過器、温水ボイラー（プール、シャワー） 

 及びこれに付随する建築物及び物件とする。 

 (2) レクリエーションプール 

   管理対象施設：プール本体、循環ポンプ、濾過器等機械設備及びこれに付随する建築 

 物及び物件とする。 

 

（プール管理者） 

３ 下記のいずれかの資格を有するものをプール管理者として各プールに常駐配置する。 

 (1) 財団法人 日本体育協会公認水泳教師Ａ級 

 (2) 財団法人 日本体育協会公認水泳教師Ｂ級 

 (3) 財団法人 日本体育協会公認水泳教師Ｃ級 

 (4) 財団法人 日本体育協会公認水泳コーチＡ級 

 (5) 財団法人 日本体育協会公認水泳コーチＢ級 

 (6) 財団法人 日本体育協会公認水泳コーチＣ級 

 (7) 財団法人 日本体育協会公認水泳地域スポーツ指導員Ａ級 

 (8) 財団法人 日本体育協会公認水泳地域スポーツ指導員Ｂ級 

 (9) 財団法人 日本体育施設協会水泳指導管理士 

 

（プール管理者の業務） 

４ プール管理員は以下の業務を行うこと。 

 (1) プール利用者の監視・救急の場合の適切な処置及び監視員の指導監督を行う。 

 (2) プール水の消毒及び浄化のため、適宜塩素剤及び凝集剤を補充し、プールが厚生省環 

 境衛生局通達で定める基準に適合するよう水質管理を行う。 

 (3) 温水ボイラー・シャワー用ボイラーの運転管理を行う。 

 (4) プール並びに付帯設備を点検し、異常の有無を確認する。 

 (5) 各プールの水質検査を下記のとおり行う。 

   ① 水泳プール：各プール夏場１回（２５ｍ・５０ｍプール）、冬場１回（温水プール） 

   とする。 

   ② レクリエーションプール：各プール２回とする。 

（監視員） 

５ 各プールに危険防止、救助のための適切な人員を監視員として配置すること。 

 

（監視員の業務） 

６ 監視員は以下の業務を行うこと。 

  (1) 常にプール利用者を監視し、利用者の事故を未然に防ぐことを心がけ、万一事故が 

   発生した場合は、プール管理員の指示に従って適切な処置を行う。 
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  (2) 所定の位置より監視し、必要に応じてプール施設内を巡視する。 

  (3) 定期的にプール管理員から人命救助等に関する指導を受け非常時に対処できるよう 

    にする。 

 

 



県総合運動公園の概要

中城湾に面した沖縄市の南東に位置し、泡瀬半島か

ら北中城村の奥武岬にまたがる広域公園である。昭

和62年に開催された海邦国体の主会場となった当該

公園は、陸上競技場、体育館、１６面のテニスコート等

各種運動施設を有するとともに、週末型の屋外レクリ

エーション需要に対応できるようレクリエーションプー

ル、オートキャンプ場等のレジャー施設も有した公園で

ある。海洋性亜熱帯気候の「緑」と「海」と「太陽」が享

受でき年間を通じて県民の憩いの場となるよう整備を

行っている。他にも、豊富な遊具、ボート使用可能な池

等も備えられており、また、平坦な園内はサイクリング

にも多く利用されている。

県総合運動公園管理区域図面 （R7-R11)

【植栽の管理水準】

「県営公園植栽維持管理水準書」

で示す水準で実施すること。

【警備の水準】

(1) 常駐警備を３ヶ所以上設置する

(2) １日につき、昼は６回以上、夜

は３回以上の巡回警備を行う。

(3) 立入が困難な場所については、

可能な範囲で、目視による確認を

行う。
【清掃の水準】
「沖縄県営都市公園管理運営仕様
書」のとおりとする。区域の色分け
は、下記のとおり。

Ａレベル区域

Ｂレベル区域

Ｃレベル区域

Ｄレベル区域

Ｅレベル区域

清掃の水準


